
新潟日報特集

～広い空を求めて～

佐渡島で トキの復活を目指して2008年に放鳥が開始されてから15年が

経過し佐渡での トキは500羽 を超え節目を迎えようとしています。

新潟目報の手嶋理記者が見てきた佐渡の現状と2026年に迫る本州能登

での放鳥への取 り組みを取材 し令和5年 10月 26～ 28日 の3日間特集として

報道。
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新潟日報令和5年 10月 26日

水田 で餌 を探 す トキの群れ。羽数 が増加 し、 日常的に 見 られ る風 景
になってきている=25日、佐渡市

野生下 トキ繁殖結果       亀

巣立ち羽数
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ト
キ
放
鳥
１５
年

佐
渡
市
で
は
２
０
０
８
年
９

月
２５
日
に
１０
羽
の
ト
キ
が
初
放

鳥
さ
れ
た
。
１５
年
余
を
経
た
今
、

野
生
下
の
ト
キ
は
５
０
０
羽
を

超
え
る
ほ
ど
に
増
え
た
。
生
息

域
を
さ
ら
に
広
げ
る
た
め
、
環

境
省
は
昨
年
、
石
川
県
や
島
根

県
の

一
部
地
域
を
本
州
で
の
放

鳥
候
補
地
と
し
て
選
定
し
た
。

野
生

復
帰

を
果

た
し

た
佐
渡

で
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
ト
キ
。

そ
の
生
態
や
課
題
、
候
補
地
の

現
状
な
ど
、
広
い
空
を
求
め
て

羽
ば
た
く
ト
キ
を
巡
る
動
き
を

追

っ
た
。

ヽ
ノく

佐
渡
市
の
中
央
部
に
位
置
す

る
国
中
平
野
。
１０
月
中
旬
の
早

朝
、
稲
刈
り
の
終
わ

・った
田
ん

ぼ
に
、
餌
を
探
す
十
数
羽
の
ト

キ
が
い
た
。
神
経
質
な
性
質
の

ト
キ
を
刺
激
し
な
い
よ
う
、
２
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ほ
ど

離

れ

て
止

め
た

車
の
中
か
ら
、
環
境
省
佐
渡
自

然
保
護
官
事
務
所

の

菅
野
萌

さ
ん
（２６
）
が
望
遠
鏡
を
の
ぞ
い

た
。

「非
繁
殖
期
の
９
～
Ｈ
月
は

群
れ
に
な
る
こ
と
が
多
い
ん
で

す
」
。
ト
キ
の
生
態
な
ど
を
観

察
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
菅
野

さ
ん
の
仕
事
だ
。
足
輪
な
ど
で

個
体
を
識
別
し
、
観
察
の
結
果

を
細
か
く
記
録
す
る
。

２
０
０
８
年
に
初
め
て
放
鳥

さ
れ
た
ト
キ
は
１０
羽
。
順
調
に

増
加
し
５
４
５
羽

（推
定
値
）

が
暮
ら
す
今
は
、
当
時
は
想
像

も
で
き
な
か

っ
た
ほ
ど
日
常
的

に
群
れ
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

だ
が
、
増
え
た
か
ら
こ
そ
見

え
て
き
た
問
題
が
あ
る
。
「
ト

キ
は
水
田
の
多
い
平
野
部
に
集

ま

っ
て
い
て
、
他
の
地
域
で
は

あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
」

（菅
野

さ
ん
）
。
増
加
で
過
密
と
も
言

え
る
状
態
が
生
じ
、
ト
キ
が
互

い
に
干
渉
し
あ

っ
た
り
、
感
染

症

へ
の
耐
性
が
弱
ま

っ
た
り
す

る
懸
念
も
出
て
い
る
。

×
　
　
　
　
×

野
生
下
で
の
繁
殖
は
、
初
放

鳥
後

数
年

は
苦
戦

し

た
も

の

の
、
１２
年
に
１８
組
の
ペ
ア
が
営

巣

し
、
８
羽
が

巣
立

っ
て
以

降
、
順
調
に

数

を
増

や

し

て

き
た
＝
グ
ラ
フ
参
照
＝
。
し
か

し
近
年
は
、
野
生
下
で
多
く
の

ペ
ア
が
営
巣
す
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
繁
殖
結
果
が
落
ち
込
ん

で
い
る
。
今
季
は
過
去
最
高
の

１
１
５
組
の
ペ
ア
が
営
巣
し
た

が

、
巣
立

っ
た

ひ
な
は

ペ
ア

数

の
３
割

以

下

の
３４

羽
だ

っ

た
。環

境
省
に
よ
る
と
、
繁
殖
を

中
止
し
て
し
ま
う
ペ
ア
が
多
く

見
ら
れ
た
。
新
潟
大
佐
渡
自
然

共
生
科
学
セ
ン
タ
ー
の
永
田
尚

志
教
授
は

「過
密
状
態
に
よ
る

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
こ
と

が

一
因
」
と
み
る
。

ト
キ
は
繁
殖
期
と
な
る
３
月

ご

ろ
か
ら

群

れ
を
離

れ

て

ペ

ア
で
巣
作
り
な
ど
を
行
い
、　
一

つ
の
営
巣
林

に

複
数

の

ペ
ア

が
集
ま
る

「
コ
ロ
ニ
ー
」
を
形

成
す
る
。
だ
が
野
生
下
で
生
ま

れ
た

ト
キ
が

多
く
な

っ
た
１８

年
ご
ろ
か
ら
、
ペ
ア
が
集
ま
り

す
ぎ
て
し
ま
う
現
象
が
増
え
て

き
た

と
永

田
さ

ん
は
指

摘

す

※
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
の

確
認
実
数

「け
ん
か
が
頻
発
す
る
ほ
か
、

テ
ン
な
ど
の
格
好
の
餌
場
と
し

て
狙
わ
れ
や
す
く
な

っ
た
」
。

そ
の
結
果
、
コ
ロ
ニ
ー
内
の
全

て
の
ペ
ア
の
繁
殖
が
失
敗
す
る

「
コ
ロ
ニ
ー
崩
壊
」
が
起
き
て

い
る
。

×
　
　
　
　
×

初
放
鳥
か
ら
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

を
続
け
て
き
た
、
佐
渡
と
き
保

護

会
会

長

の
土

屋

正
起

さ

ん

（７３
）
は

「１５
年
前
は

一
日
中
ト

キ
を
探
し
て
い
た
が
、
今
は
す

ぐ
見
つ
か
る
。
佐
渡
の

『
普
通

・

の
鳥
』
に
な

っ
て
き
た
」
と
顔

を
ほ
こ
ろ
ば
せ
る
。

数

が
増
え
た

こ
と
を

喜
び

な
が
ら
も
、
最
近
の
繁
殖
結
果

に
は
心
を
痛
め
る
。
「
集
ま
り

す
ぎ

て

襲
わ
れ
る

こ
と
が
増

え
た
。
ひ
な
が
無
事
巣
立

つ
か

な
ど
い
つ
も
心
配
ば
か
り
。
も

っ
と
分
布
が
広
が
れ
ば
」
と
願

う
。環

境
省
は
、
平
野
に
面
し
た

新
穂
地
区
を
中
心
に
行

っ
て
き

た
放
鳥
を
、
ト
キ
の
少
な
い
地

域
で
も
行

っ
て
い
く
計
画
だ
。

永
田
教
授
は

「
ト
キ
の
密
度

が
低
い
地
域
で
の
放
鳥
が
進
め

ば
、
繁
殖
を
成
功
さ
せ
る
ペ
ア

も
増
え
て
く
る
だ
ろ
う
」
と
次

の
ス
テ
ッ
プ
に
期
待
し
た
。
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○○○上個体増平野部に集中
ス
ト
レ
ス
で
繁
殖
に
影
響
も
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ト
キ
放
鳥
１５
年

片
鰤
尾

が
ら
、
草
刈
り
な
ど
を
継
続
。

農
薬

の
使

用
は
制
限

さ

れ
る

上
、
高
齢
化
が
進
み
、
住
民

へ

の
負
担
は
大
き
い
。
そ
れ
で
も

赤
玉
集
落
の
自
治
会
長
、
石
崎

澄
夫
さ
ん
（■
）
は

「
ト
キ
の
お

か
げ
で
人
間
中
心
の
考
え
方
が

一
変
し
た
。
自
然
界
の
営
み
の

素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な

っ
た
」
と
感
慨
深
そ
う

に
話
す
。×

　
　
　
　
×

環
境
省
は
佐
渡
全
体
が
ト
キ

の
生
息
に
適
し
た
環
境
だ
と
考

え
る
が
、
国
中
平
野
以
外
で
の

出
現
率
は
上
が
ら
な
い
。
同
省

佐
渡
自
然
保
護
官
事
務
所
の
篠

９
月
下
旬
、
佐
渡
市
赤
玉
集

落
の
空
を
、
１０
羽
の
ト
キ
が
羽

ば
た
い
た
。
ハ
ー
ド
リ
リ
ー
ス

方
式
に
よ
る
放
鳥
は
、
赤
玉
で

は
初
め
て
。
木
箱
を
開
け
た
同

所

の
川
本
礼
子
さ
ん

（
７０
）
は

「懸
命
に
飛
ぶ
ト
キ
の
姿
を
見

て
、
集
落
で
頑
張

っ
て
き
た
こ

と
が
報
わ
れ
た
思
い
が
し
た
」

と
振
り
返
る
。

環
境
省
は
赤
玉
を
含
む
こ
れ

ま
で
８
回
の
ハ
ー
ド
リ
リ
ー
ス

を
、
い
ず
れ
も
小
佐
渡
東
部
地

域
で
行

っ
て
い
る
＝
地
図
参
照

＝
。
放
鳥
地
を
決
め
る
上
で
特

に
重
視
す
る
の
が
、
住
民
の
ト

キ

ヘ
の
愛
着
だ
。

小
佐
渡
東
部
は
野
生
の
国
産

ト
キ
が
最
後
ま
で
生
息
し
て
い

た
地
域
で
、
今
も
多
く
の
集
落

で
ト
キ
の
餌
場
と
な
る
ビ
オ
ト

ー
プ
や
水
田
整
備
が
行
わ
れ
て

い
る
。
生
息
地
が
国
中
平
野
に

集
中
し
て
い
て
も
、
住
民
同
士

が

「ト
キ
が
い
つ
来
て
も
い
い

よ
う
に
」
と
声
を
か
け
合
い
な

温 度 差 新潟日報令和5年 10月 27日

/\: FU
による

○○○中息域拡大へ対策急務中
工

住
民
の
理
解
と
愛
着
不
可
欠

ｌ
Ｊ
／
　

】

出現頻度
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1

低

赤玉
崎
さ
え
か

。
首
席
自
然
保
護
官

は

「
ト
キ
が
気
付
い
て
い
な
い

の
な
ら
、
教
え
て
あ
げ
る
必
要

が
あ
る
」
。　
一
極
集
中
を
緩
和

さ
せ
る
た
め
に
今
後
進
め
る
の

が
、
大
佐
渡
地
域
で
の
ハ
ー
ド

リ
リ
ー
ス
だ
。

実
現
ま
で
の
課
題
は
多
い
。

島
内
で
も
ト
キ

ヘ
の
熱
意
に
温

度
差
が
み
ら
れ
る
か
ら
だ
。
特

に
大

佐
渡

の
外

海
府
地

域

で

は
、
田
ん
ぼ
で
群
れ
る
ウ
ミ
ネ

コ
対
策
に
手
を
焼
き

「
ト
キ
ど

こ
ろ
で
は
な
い
」
と
話
す
農
家

が
少
な
く
な
い
。

ト
キ
が
す
み
や
す
い
環
境
づ

く
り
の
た
め
、
農
薬
や
化
学
肥

料
の
使
用
を
減
ら
す
農
法
を
進

め
た
結
果
、
水
田
に
餌
と
な
る

生
物
が
増
加
。
有
機
肥
料
と
し

て
農
家
が
使
う
魚
粉
も
ウ
ミ
ネ

コ
が
餌
と
し
て
狙
う
。

魚
粉
を
散
布
す
る
田
植
え
期

と
繁
殖
期
が
重
な
る
初
夏
、
ウ

ミ
ネ
コ
が
大
量
に
外
海
府
の
田

ん
ぼ

へ
押
し
寄
せ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
小
野
見
集
落
の
大
谷
清

行
さ
ん
（８１
）
は

「格
好
の
餌
場

が
あ
る
と
学
ん
だ
の
だ
ろ
う
」

と
苦
笑
い
す
る
。

小
野
見
で
は
大
谷
さ
ん
が
中

心
と
な
り
、
ビ
オ
ト
ー
プ
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

「
ト

キ
に
優
し
い
環
境
は
他
の
生
物

に
と

っ
て
も
暮
ら
し
や
す
く
、

人
間
に

不
都
合

な

こ
と
も
あ

る
。
み
ん
な
が
理
解
し
、
我
慢

す
る
。
こ
れ
は
大
変
な
こ
と
だ

ろ
う

」
と
複
雑

な
表
情

で
話

す
「
　

　

　

　

　

　

　

　

´

×
　
　
　
　
×

ト
キ
に
関
わ
る
団
体
の
活
性

．

化
に
も
課
題
は
あ
る
。
島
内
に

は
保
全
に
取
り
組
む
団
体
が
２０

以
上
あ
り
、
官
民

一
体
で
連
携

を
深
め
よ
う
と
２
０
０
７
年
に

「人

・
ト
キ
の
共
生
の
島
づ
く

り
協
議
会
」
が
発
足
し
た
。
ト

キ
の
保
護
と
観
光
振
興
の
両
立

を
目
指
し
、
観
察
時
の
ル
ー
ル

を
確
立
さ
せ
る
な
ど
、
増
殖
に

大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。

た
だ
、
１６
年
間
、
陣
容
に
ほ

ぼ
入
れ
替
わ
り
が
な
く
、
国
中

・
小
佐
渡
東
部
以
外
の
地
域
の

参
加
が
な
い
。
事
務
局
を
務
め

る
市
の
担
当
者
は

「新
た
な
場

所
で
放
鳥
を
進
め
る
な
ら
、
そ

の
地
域
の
理
解
、
参
加
は
不
可

欠
。
『
ト
キ
の
た
め
に
』
と
い

う
機
運
が
島
内
全
体
で
高
ま
る

と
い
い
」
と
話
し
た
。

※生椿、片野尾で|よ 2回実施。II栗境
省の資料を基にイメージを作成。
地理院地図を加工して作成
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9月下 旬 に 行 わ れ た ハ ー ドリ リー ス に よ る トキ の 放 鳥 。 住 民 らが 見
守 る 中 、 10羽が 勢 い よ ぐ飛 び 立 つた =佐 渡 市 赤 玉
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本州候補地
新潟目報令和5年 10月 28日

., ■.い、_
１０
月
上
旬
、
本
州
最
後
の
国

産
ト
キ

「能
里
」
の
捕
獲
地
が

あ
る
石
川
県
穴
水
町
で
、
「
ト

キ
の
里
山
里
海
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ

ー
」
が
開
か
れ
た
。
約
１
２
０

人
が
か

つ
て
ト
キ
が
生
息
し
て

い
た
森
や
池
を
巡
り
、
当
時
に

思
い
を
は
せ
た
。

イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
の
は

同
町

の

市

民
団
体

「
能
登

ト

キ

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
。
ス

ロ
ー

ガ
ン
は

「能
里
を
も
う

一
度
」

だ
。
同
県
能
登
地
域
の
９
市
町

は
、
環
境
省
が
２
０
２
６
年
度

以
降
に
目
指
す
本
州
放
鳥
の
候

補
地
に
名
乗
り
を
上
げ
、
島
根

県
出

雲
市

と
共

に
選
定

さ
れ

た
。
「
イ

ベ
ン
ト
を
通
じ
て
放

鳥

へ
の
理
解
を

深

め

て
ほ
し

い
。
地
域

一
丸
と
な

っ
て
放
鳥

を
目
指
し
た
い
」
。
会
長
の
宮

下
源

一
郎
さ
ん
（７６
）
は
力
を
込

め
る
。

ク
ラ
ブ
は
昨
年
１
月
に
数
人

の
有
志
が
立
ち
上
げ
た
。
ま
だ

２
年
目
に
も
か
か
わ
ら
ず
会
員

は
２
０
０
人
に
ま
で
増
え
た
。

１
９
７
０
年
に
能
里
を
捕
獲
し

た
水
田
を
ビ
オ
ト
ー
プ
に
し
た

り
、
小
学
校
で
ト
キ
の
歴
史
や

生
態
に

つ
い
て
講
演
会
を
開
い

た
り
と
、
放
鳥
に
向
け
て
機
運

を
盛
り
上
げ
て
い
る
。

×
　
　
　
　
×

水
田
が
点
在
す
る
能
登
地
域

は
、
環
境
に
配
慮
し
た
農
法
を

２０
年
以
上
続
け
て
い
る
。
現
在

は
、
９
市
町
の
水
稲
作
付
面
積

の
６
割

に
当

た

る
約

６
千
診

で
、
通
常
よ
り
農
薬
や
化
学
肥

料
を
３
割
減
ら
し
た
農
法

（
３

割
減
減
）
で
米
を
作
る
。
日
本

海
に
面
し
た
傾
斜
地
に
は
多
く

の
棚
田
が
残
り
、
５
割
減
減
で

の
稲
作
も
行
わ
れ
て
い
る
っ

ト
キ
が
巣
作
り
を
す
る
杉
や

松
な
ど
が
自
生
す
る
森
林
も
多

く
、
石
川
県
生
活
環
境
部
ト
キ

共
生
推
進
室
の
山
田
寛
司
室
長

は

「生
物
多
様
性
の
豊
か
な
自

然
が
広
が
り
、
ト
キ
が
生
息
で

き
る
環
境
が
あ
る
」
と
自
信
を

見
せ
る
。
今
年
３
月
に
は
放
鳥

に
向
け
た
目
標
な
ど
を
定
め
た

「能
登
地
域
ト
キ
放
鳥
推
進

ロ

ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
策
定
。
９
市

町
そ
れ
ぞ
れ
に
、
餌
場
と
な
る

水
田
に

「江
」
を
設
置
し
た
り
、

冬
場
も
田
に
少
量
の
水
を
張
る

「ふ
ゆ
み
ず
た
ん
ぼ
」
を
行
う

モ
デ
ル
地
区
を
設
け
た
り
す
る

な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。

×
　
　
　
　
×

た
だ
、
実
際
に
ト
キ
が
放
鳥

さ
れ
る
と
な
れ
ば
、
よ
り
多
く

の

農
家

の
協

力

、
市

民

の
理

解
が

必
要
に
な
る

。
穴

水

町

の
農
家
、
新
田
耕
司
さ
ん
（５７
）

は

「農
家
の
高
齢
化
も
進
ん
で

い
る

。
今
以
上
に
水

田

の

管

理
が
必
要
に
な
れ
ば
、
反
対
意

見
も
出

て
く

る

の
で
は

な

い

〆

ト
キ
放
鳥
１５
年登実現へ機運醸成

ヒ
ヒ
ム
Ｈ
ロ ○○○下

か つて トキが生 息 していた石川 県穴 水町の森林 を巡 つた ウオー
クラ リー。能登地域 で放 鳥への機運 を高 め よ う と、市民 団体 な
どが活動 してい る =10月 上 旬、 同田丁

催
し
開
催
や
水
田
管
理

本
腰

放
鳥
候
補
地
に
選
定
さ
れ
た
石
川
県
の
能
登
地
域

か
」
と
心
配
す
る
。
宮
下
会
長

も
、

「
９
市
町
の
中
で
も
ト
キ

ヘ
の
思

い
に
は
温
度
差

が

あ

り
、
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る

団
体
は
そ
う
多
く
は
な
い
」
と

明
か
す
。

石
川
県
で
７０
年
以
上
ト
キ
保

護

に

尽
力

し

て
き
た
羽
昨
市

の
村
本
義
雄
さ
ん
（９８
）
は
昨
年

５
月
、
自
宅
敷
地
内
に
私
設
の

ト
キ
資
料
館
を
開
設
し
た
。
自

ら
撮

り
た
め
た

ト
キ

の
写
真

や

書
籍
な
ど

を
展

示
す
る
同

館

に
は

こ
れ
ま

で

約
千
人
が

訪
れ
た
。
「
放
鳥
に

向
け
た
活

動
は
始
ま

っ
た
ば
か
り
で
、
ト

キ

ヘ
の
関
心

の
広
が

り
は

ま

だ
足
り
な
い
。
ト
キ
を
絶
滅
さ

せ
た
の
は
無
関
心
だ
」
と
村
本

さ
ん
。

佐
渡

に
も
何
度

も

足
を
運

び
、
ト
キ
の
保
護
活
動
な
ど
を

視
察
、
住
民
の
関
心
の
高
さ
を

感
じ
て
き
た
。
「
佐
渡

の
よ
う

に
ト
キ

ヘ
の
愛
着
を
能
登
全
体

に
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
力
を

込
め
た
。

（こ
の
連
載
は
佐
渡
総
局

・

手
嶋
理
、
山
田
史
織
が
担
当
し

ま
し
た
）


